わたくし こ おおやけ ちゅうちょ 

作者 は、 此の 一 篇を 公 にす るのに、 幾分の 躊躇 を 

感じない わけに は 行かない の だ。 それと いうの も、 実 

は 此の 一 篇の 本筋 は 作者が 空想の 上から 捏ね あげた も 

さつ ゆう 

ので はなく、 作者の 親しい 亡友 M が、 其の 死後に 語つ 

く ぼうゆう 

てきかせ て 呉れた ものな ので ある。 亡友 M について は、 

いずれ 此の 物語 を 読んで ゆかれる うちに 諸君 は、 それ 

が どのような 人物で、 どのような 死に 方 をした ので あ 

るか、 おいおいと お判りに なって くれる ことであろう。 

それにしても 「死後に 語って きかせた もの」 などと 言 

うの は 大変 可笑しい ことに 聞え るか も 知れない が、 こ 



れも 事情 を 申して 置かねば ならない ことで あるが、 諸 

君 も かねて お聞き および かと 思う 例の 心霊 研究会 で 、 

有名なる N 女史と いう 霊媒 を 通じて、 作者が その 亡友 

から 聞いた 告白な ので ある。 その 告白 は、 実に 容易な 

ら ざる 国際的 怪事件 を 語って いるので、 命中率 九十 

パ ー セントと 称せられる 霊媒 N 女史の 取扱った もの だ 

から 充分 事実に 近い もの だとす ると、 この 怪事件 は 公 

表する に は 余りに 重大な 事柄で、 或いは 公表 を 見合わ 

せた 方が 当り 障りがなくて よい かも 知れない くらいな 

おい しょうれ いじゅつ 

ので ある。 しかし 一方に 於て、 N 女史の 招 霊 術 は、 

どくしんじゅつ しきしゃ 

単なる 読心術 にすぎない という 識者 も あるよう だか 



しんちゅう 

ら、 それ なれば、 N 女史の 前に 坐 つ た 作者の 心中 にか 

もうそう 

くされて いた 妄想が 反映した のに 過ぎない とも 云えな 

いこと もない ので ある。 兎も角、 そこのと ころ は 諸君 

の 御 判断に おまかせ するとして、 怪事件の 物語 を はじ 

めようと 思う が、 一 種の 実話で ある だけに、 筋ば かり 

で、 描写が 充分で な いのは 我慢して いただきたい。 

おりかばん うつむ 

古ぼけた 大きな 折鞫を 小脇に かかえて、 やや 俯き 

加減に、 物静かな 足 どり を はこんで ゆく 紳士が ある。 



きんがんき よ -っ 

茶色の ソフト 帽子の 下に 強度の 近眼鏡が あって、 そ 

ゆくえ 

の 部厚な レンズの 奥に キラ リと 光る 小さな 眼の 行方 は、 

ペイ ブメ ントの 上に 落ちて いるよう では あるが、 その 

ペイ ブメン トの上 を 見て いるので はない こと は、 その 

上に 落ちて いた バナナの皮 を 無雑 作に 踏みつけ たの を 

みていても 知れる。 バナナの皮 を 踏んだ もの は、 大& 

ッ ルリと 滑べ る ことにな つてい るが、 この 紳士 も その 

も しりもち 

例に 洩れず ッ ルリと 滑った ので あるが、 尻餅 をつ く 

醜態 も 演ぜずに、 まるで スケ J ^をす るかの ように、 

あざ や すべ 

鮮 かに 太った 身体 を 前方に 滑らせて、 バナナの皮に 

一 と 目 も 呉れない ばかり か、 バナナの皮 を 踏んだ こと 



云って よい。 博士 はこの 極東 科学 株式会社 化学 研究所 

長と して 令名が あるば かりで はなく、 「日本の ニュ— 

トン」 と 世界 各国から 讃 辞を呈 せられる ほどの 大 科学 

者で、 日本 科学 協会々 長の 栄誉 を 担って いるば かり か、 

英国の 口— ャル. ソサエティ ー の 名誉会長 であり、 米 

国の スミゾ 二 アン • インス テチ ュ —„ ^の 名誉 顧問で あ 

り、 独国の テク 二 ッシェ • ライヒ サン ス タル トの 名誉 

研究員で あり、 1940 年に 東京で 開かれる 万国 工業 

会議に は 副 総裁に 任ぜられる ことに 決定して いる。 

「日本の 工業 立国 は 鬼 村 博士に よ つ て 完成され るで あ 

ろう」 といわれ ている。 



「どなたで すか？」 と 内側から 博士の 扉の 番をする 口 

き 

ボットが やさしい 婦人の 声 を 出して 訊いた。 

まつ や 

「松ケ 谷 研究員です」 

すると 扉が 開いた。 若い 松ケ谷 学士 〔# 「学士」 は 

底本で は 「博士」、 172- 上段 0?〕 は、 全身に 興奮 を 乗せ 

おど 

て 躍り こむ ように 所長 室に す ベリ こんだ。 

「先生、 今朝の 新聞 を ごらんに なりました か」 

「これから 見る ところ じ や」 と 鬼 村 所長 は 答えた。 博 

さ つ き 

士は 先刻の ペデストリアン と 同じ 姿勢 を して 静か に 室 

内 を 歩き 廻って いるので あった。 帽子 も 外套 もとらず 



状から みると 一酸化炭素の 中毒ら しいです が、 どうも 

可哀想な こと をし ました」 と 松ケ谷 学士 〔# 「学士」 

は 底本で は 「博士」、 172- 下段々〕 は 下 を 俯いた。 

「薬学者 連中が 毒 瓦斯に やられる なんて、 ちょ つ と 妙 

どく ぜ つ ろう 

な 話 じ やね」 博士 は、 毒舌 を 弄する というの でもな く、 

これ だけの こと をス ラスラと 言つ ての けた。 

「です が 先生、 これで 四 度 目で ございま すよ。 半年と 

ほう 

たたない 間に、 第一 に 電気 学会の 幹事会に 爆弾 を 抛り 

こまれて 幹部 一同が 惨死 をす る。 次 は S 大学の 工科 教 

あくせ いちょう 

授 室の 連中が、 悪性 腸 チブスで みな 死ぬ し、 第三 番目 

に は 先月、 鉄道 省の 技術 官 連が 大島 旅行 をした ときに、 



「椋島 君なら、 僕が 保証 をす るよ。 あれ はすこし 妙な 

男で は あるが、 そんな 勇敢な 仕事の 出来る ほどの 人物 

まゆみ 

じ やない。 うちの 娘の 真 弓のお 守 をして いる 位が 精一 

杯 じ やて」 

松ケ谷 学士 〔# 「学士」 は 底本で は 「博士」、 173- 上 

段!〕 は、 複雑な 感情 を ジッと 堪えて いた。 
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ちょうど 其の 時間に、 椋島 技師 は 陸軍大臣の 官邸で、 

つるぎ やま ていせい 

剣山 陸軍大臣と 向い合って、 低声で 密談 中であった。 



回に 亘る 科学者 虐殺 事件 は、 あきらかに、 この 国際 殺 

入団が 活躍 を はじめた ものと 考えて すこしも 疑う 余地 

がありません。 これから 先に、 この 災害が、 どの位 

ひろま 

拡 つて ゆく のか 考えた だけで も 恐ろしい ことです。 

ばく だ い 

彼等 は、 巧妙なる 組織と、 豊富なる 情報と、 莫大なる 

資金と、 しかも あくまで 優秀なる 頭脳と 知識と を 擁し 

て 立って いるので すから、 これ は 容易な ことで はう ち 

破れません。 宣戦布告 のない 戦争です。 敵の 戦線 は、 

現に 帝都の 中に 歴然と 横たわって いるので す。 

てき- ス い たく 

しかも 敵影 は 巧みに カム フラ— ジュ されて、 我々 は 

その 覘 いどころが 見付からな いのです。 で 先刻 申し あ 



です。 だが、 考えても 御覧なさい。 X 国 は 三十 年 も 前 

かそうてきこく にら 

から 仮想敵国 として 我国 を 睨んで いるので す。 あら ゆ 

じゅっさく ほどこ いんけん 

る 術策が 我国に 施されて ある 中に、 最も 陰険 きわま 

るの はこの 国際 殺人 団の 本体で あると ころの JPC 秘 

密 結社です。 X 国 は 三十 年 前から 各方 面に 亘 つて 有望 

なる 学才 を 有し、 しかも 貧乏 だと か、 孤児 だと か 云う 

恵まれて いない 人物 を 探し出して、 これに 莫大な 資金 

を 送り、 その 人物が 立身出世 をす るよう に 極力 宣伝し、 

遂に 今日 我国の 要路 要路の 実権 を 彼等の 手に 握る よう 

にまで 後援した のです。 X 国の 参謀本部の 命令一下、 

彼等 X 探 は、 いやが 応 でも その 命令 を 決行し なければ 



しますまい。 また この 御 依頼に No と 答えた くても、 

即座に 私の 命の なくなる こと を 思えば、 YES と 申し 

て 置く のがな によりで ある こと も 判って います。 だが 

たいやく まか 

私に 大役 をお 委せに なっても、 若し 私自身が、 その 結 

社の 一 員 だったら、 閣下 は 一 体 どうな さる 御 考えです 

か」 

「どうも 貴方 は 中々 いたいと ころ を 御つ きになります 

ね。 しかし 御 安心 下さい。 その 御念に は 及びません。 

いくらでも 善処すべき みちが 作つ てあります から」 

たんさく 

この 場面が あって、 椋島 技師 は、 国際 殺 入団の 探索 

に 当る ために、 剣山 陸軍大臣 直属の スパイ を 任命され 



た。 彼 は そのために、 如何なる 場合 もこの 目的の ため 

なげ 

に 一命 を 抛う つて 努力す る こと、 この スパイた る こと 

は、 絶対に 他人に 洩 〔# 底本の ルビ は 「もら」 と 誤記、 

175- 上段 4〕 らして はならぬ のみ か、 同志で ある もの 

いえ ど 

を 発見した ときと 雖も、 その 事情 を 明かし 合って は 

ならぬ こと、 但し スパイ をつ とめる について、 事情 を 

あかす ことがない ので あれば、 助手 を 使っても さしつ 

かえない ことな どと、 厳しい 注意 を こまごま とうけた 

のであった。 

「誓って、 祖国の ために！」 椋島 技師 は、 燃える よう 

がんぼう 

な 眼眸を 大臣の 方に 向けて 立ち あがる と、 こう 叫んで、 



右手 をつ とのば した。 

「天祐 を 祈ります よ、 椋 島さん」 大臣の 幅の広い ガッ 

シリ した 掌が ギュッ と、 椋島 技師の 手 を 握り かえした。 
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むく じ ま ほろ ふか 

椋島 技師 は 大臣の さし 廻して くれた 幌 深い 自動車の 

中に 身 を 抛げ こむ と、 始めて 晴々 しい 笑顔 をつ くった。 

右手で ポケットの 内側 をソッ とおさえ たの は、 いまし 

がた 大臣から 手渡された 莫大な 紙幣 束 を 気 にした ため 

であろう。 



さて それから はじまつ た椋島 技師の 行動 こそ は、 

きかい しごく 

奇怪 至極の ものであった。 

ぎんざが い 

彼 は、 大臣から さしまわされた 自動車 を、 銀座 街に 

おわりち よう 

むけさせた。 尾 張 町の 角 を 左に 曲って、 ややし ばらく 

大道 を 走る と、 と ある 横町 を 右に 入って、 それから ま 

た 狭い 小路 を 左の 方へ 折れ、 やがて 一軒の カフェの 前 

に 車 を 止めさせた。 そこ は、 悪性な 銀座 裏の カフェの 

中で も、 とかく 噂の 高い エロ • サ —ビスで 知られた バ 

ァ- 口 ー レ ライであった。 椋島 技師 は、 午前 十 時の バ 

ァの扉 を 無雑 作に 開く と、 ッ カツ 力と 奥へ 通り、 そこ 

きゅうこ うば い はしごだん 

に 二階に 向って かけられた 狭い 急勾配 の 梯子段の 下 



ち 早く、 椋 島の 姿 をみ とめた ので ある。 だが その i ハ様 

ないで たちの 彼 を 何と 思って 眺めた であろう か、 ス 

力 ） ^の 短い ところで カム フラ— ジ ュ される としても 

生憎 彼に しなだれかか つていた コケットのお キミ を 

みおと はず つい 

見落す 害はなかった。 これに 対して、 椋島は 遂に 一言 

も 声 を 出さなかった し、 むしろ 顔 を そむけた ほどで 

あった。 しかし、 何う やら 気になる ものと 見えて、 真 

弓 子の 行く 後 を 振り かえった。 彼 は 真 弓 子が こちら を 

振りむ いたの を 見て 慌てて 頭 を 立てな おした。 

4 



其の 夜の 六 時、 電気 協会 ビ ルディン グの三 階 第 十 号 

室に は 我国の 科学 方面に 於け る さま ざ まな 学会 の 会長 

連が、 円卓 を 囲んで ずらり と 並んで いた。 その 人数 は 

十七 名 もあろう か。 電気 学会 長で ある 帝 大工 学部長の 

はくとう 

川 山 博士の 白 頭 や、 珍ら しく 背広 を 着用に 及んで いる 

はくせきち ようしん みのうら 

白皙 長身の 海軍 技術 本部 長の 蓑 浦 中将 や、 テ レヴィ 

ジョンで 有名な W 大学の ェ 学部 主 任 教授 の 土 佐 博士の 

丸い 童顔 や、 それから それへ と、 我国 科 学界の 最高 権 

もちろん 

威 を 残りな く 数える ことができる のであった。 勿論、 

そ の 座長 席に は 鬼 村 博士の やや 薄くな つ た 大きな 頭が 



は、 さまざまの 臆説が 唱えられて 居る ようで ありまし 

て、 中には、 これ は 科学者に 共通な 悪運が 廻って 来た 

ちよ-つ： r> よ ラ 

もの だと 申し、 或る 者 は 殺人 魔の 跳 梁で あると 申し、 

また 或る 者 は 偶然 災害が 続く もので あつ て 決して 原因 

の ある もので はない と 反駁 をいた してお るよう なわけ 

であります。 私 個人の 考えと いたしまして は、 どうも 

気が 変にな つた 犯人の なせる わざで あると 考えて 居る 

のであります るが、 それが 如何なる 人物で あるか、 探 

偵で もありません のでつ きとめて は 居り ませぬ が、 ど 

ひ すじな わ ふた 

う も 一と 筋 繩ゃニ 筋繩で 行かぬ 人物で あり、 しかも そ 

の 犯人 は 相当 インテリゲンチャ であると 思う ので ぁリ 



明と なった 松ケ谷 学士に は、 すくなからぬ 嫌疑が かけ 

られ ていたが、 その 生死の ほどに ついては 知る 人が 無 

かった ので ある。 
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さ ん げき 

惨劇 は、 満 都の 恐怖 を ひきおこす と共に、 当局に 対 

する 囂々 たる 非難が 捲き 起った。 「科学者 を 保護せ よ、 

犯人 を 即刻 逮捕せ よ」 と 天下の 与論 は 嵐の 如くに はげ 

しかった。 

惨劇の あった 翌日、 秘密 裡に、 日本化 学会の 幹部 二 



たちば かりであった。 この 会合で、 充分 効果の ある 具 

体 的 方法 を 考え出さない 限り、 当分 はいかなる この種 

の 会合 も 危険で 出来ない のであった。 一座 は それにつ 

いて 重大なる 責任 を 思いながら も、 昨日の 惨劇に おび 

とかく 

え 切って 兎角、 議案に まとま リ がっかない 様子で あつ 

た。 一 座の 中には、 鬼 村 博士の 命拾いまで を 神経に 病 

す さま 

んで 若し この 席から 博士が 立つ ようで あれば、 直ぐ様 

その後 を 追つ て 室外に 出なければ 危険で あると 考え、 

博士の 行動にば かり 気 を とられて いる 人 もあった。 

「椋島 君 は、 見えない ようです ね」 と 訊いた 人が ある _ 

「椋島 君 は、 来る と 言って いました が、 どうした もの 



あった。 だが 彼 は、 どうした もの か、 コック 部屋に い 

とめき ち 

るので あった。 前の 日 留吉に 借りた 妙ないで たちの 上 

に、 白い エプロン を ぶら下げ、 白い キッチン. キヤ ッ 

プを 被って いた。 どうやら 留吉の 紹介で この コック 部 

ま 、- 

屋へ這 入り こんだ ものら しい。 それ は どこから みても 

コックで しかなかった。 椋島は 料理の 方に は 眼 も 呉れ 

ず、 部屋の 片隅に ある 妙な 道具の 蔭に 頭 をつ き 込んで 

いる。 その 道具の こと を 説明 すれば 彼氏の 奇怪な 行動 

がわ かるので あるが、 それ は プリズムと レンズと から 

かんき どう 

なる 反射鏡で、 その 器 体 は コック 部屋から、 換気 洞 を 

は かぜん 

上の 方に 匍い あがり、 果然、 日本化 学会の 会合の ある 



面に 座って いる 鬼 村 博士の 全身が クッキ リと 映し出さ 

き よ ど う 

れ ている ではない か。 椋島 技師 は、 博士の 挙動 を 静か 

に 注目して いる。 博士 は 今、 何 か 喋って いるら しく 

口 を 開閉して いる。 やがて 一礼 をして 席に ついた。 博 

ポケット 

土の 右手が、 ス ルリと 伸びて、 衣囊の 時計に かかった。 

博士 は、 秒針の 動き を、 じっと 眺めて いる 様子で ある。 

椋島 技師 は、 ゴクリ と 唾 をのみ こんだ。 博士 は 時計 を 

握った まま、 顔 を 正面に 立てな おした。 そのと き 博士 

まさき 

のとな リに 居る K 大学の 昌木 教授が 何事 か 博士に 向つ 

て 尋ねて いるよう である。 博士 は、 じいと 正面 を 向い 

まま いらいら おももち 

た 儘 答えない。 昌木 教授 は、 すこし 苛々 した 面 持に 



たように な つ て コック 部屋 を 飛び出した。 

お キミ は、 素早く 側の 窓 を 開く と、 窓の 下に 腰 を か 

みずぐ る ま 

がめ、 右手 を 水車の ように 廻す と、 何 か 黒い もの を 

パッと 窓外に なげた。 なに か 街路の 上で 爆発す るら し 

ひらめ 

い 音が して、 ス ー ゥと 青い 光が 閃いた。 パン パンと 

音が して、 ヒュ— ッと 銃丸が 窓外から、 お キミの 頭 を 

おそ 

かすめて 衝立に ピチ ピチと 当った。 そのと き 遅し、 例 

ガラス 

の 会合の ある 室の 大きな 硝子 窓が、 バシ— ン、 ガラガ 

ラ という すさまじい 音響 をた てて 壊れ 始めた。 何だか 

真黒な 大き いものが、 あとから あとへ と 硝子 窓に 飛ん 

できて は、 硝子と いう 硝子 を" 悉 く 壊して しまった。 



道 もして いなかった。 

6 

それから 約 一 ヶ月の 月日が 流れた。 

あの 事件 を 最後の 幕と して、 科学者 虐殺 事件 は 其 後 

まったく 起ら なくなった。 椋島 技師の 犯行 は、 愈々 明 

白と なって 死刑の 判決が 下り、 その 刑 日 もい よいよ 数 

日の ちに 近付いた。 世間 は、 反動的に 静かに なリ、 東 

京巿民 は、 めっきり 暖く なった 来る 朝来る 朝 を、 長々 

しい 欠伸 まじりで 礼讃し あ つ た。 



ち は 皆 外へ 出た 上で、 室外から 弁 を 開いて 室内へ、 さ 

まざ まの 毒 瓦斯 を 送り、 モルモットの 苦悩の 有様 や、 

死に 行く スピ— ド など を、 部厚な 硝 子 窓 から のぞきこ 

ん では 観測す るので あった。 こうして 色々 な 毒 瓦斯が 

研究され はした が、 結局、 前に 椋島 技師が 発明して 残 

して 行った フ オル デ リヒト 瓦斯に 及ぶ 強力な 毒 瓦斯 は 

なかった。 これ は 非常に 濃厚な もので、 適当な 精製法 

を 経る と、 三 間 四方の 室なら 五 C.C. のフ オル デ リヒト 

瓦斯で、 充分 殺人の 目的 を 達する ようであった。 博士 

は 最近、 この 毒 瓦斯の 精製法に 成功した のであった。 

博士 は 其の 日の 午後、 近くに せまる 陰謀の 計画 を 



チェック していた。 すると、 博士の 愛する ロボット は 

珍客の 案内 を 報じた のであった。 博士 は その 密室 を 出 

て、 広間の 扉 を 開いた。 そこに は、 この 一ヶ月と いう 

ものの 間、 全く 生死 不明 を 伝えられ ていた 松ケ谷 学士 

が、 おどおどした 眼 付で 立って いた。 

「松 ケ谷君 か。 君、 どうして いたんだ」 と 博士 は 機嫌 

がよ かった。 

お 〈お、 > つも リ 

「ハイ、 それ は 追々 御 話し 申 上げる 心算で ございます」 

まま ちゅうちょ 

と 松ケ谷 学士 は 言って、 口 をつ ぐんだ 儘、 やや 躊躇 

している 風だった が、 強いて 元気 を ふるいおこす 様子 

で、 



ぎせい 

破壊 係 をつ とめて その 夜の 犠牲 を少 くす る ことに 成功 

した 松ケ谷 学士に 探し出されて、 椋 島の 誠意 を 伝えら 

れ たが、 それ は 遂に 好意であって 得 恋ではなかった。 

そのうち し 

其 内に 識る ともなく 父 鬼 村 博士の 陰謀に 気付き、 夜に 

つ なげ とうとう 

昼 を 継いで 歎き かなしんだ ため、 到頭 ひどく 身体 を 壊 

してし まった。 だが、 椋島 技師の 死刑が 近いと 聞いた 

力た こ，^ 

ので、 彼女 は片 恋ながら、 なに をお いても 椋島を 救い 

たく 思い、 それに は、 父 博士に よって、 椋島 技師の 

ぎょうじょう 

行 状 を 有利に 証言して 貰う ことができれば、 必ず 彼 

女の 思い はと どく ものと 信じ、 こうして 生と 死の 境 を 

ほうこう はこ 

彷徨す る 身： K: を ここまで 搬ん できた ので あ つ た。 



わ 、- つ ぶ や 

「とんだ ことに、 永く 手間 どらせ た哩」 と 博士 は 眩 き 

ながら 後 を 再び ふリ むこうと もせず、 そろそろと 研究 

所の 方へ 引き かえして 行った。 それ は 博士の 退 所 時間 

三十 分 も 過ぎて いた。 博士 は、 門 をく ぐり、 ペイ ブメ 

ント をと おり、 いくつかの 会社の ビルディングの 蔭に 

行き、 研究所の 扉 を 押して ス ー ゥと 内に 入った。 名札 

を かえす と、 ス タス タと 実験室の 中に 入って 行った。 

そのと き、 別な 廊下から、 白い 実験 衣 をき た 一 人の 技 

師が あらわれた。 彼氏 は、 そこの 壁に かかって いた 研 

究 所員の 名札 を 見 まわした。 

「所長 室 は あいてい るよう だから」 と、 今し方、 鬼 村 



博士が 習慣 的に かえして 行った ために、 「不在」 を あら 

わす 赤字の 札に な つ ている の を 指しながら 彼氏 は あと 

から 顔 を 出した 助手に 云った。 「今 試作した 毒 瓦斯 は、 

直ぐ 所長 室へ 送り こ むんだ。 そして 一 時間 置きに、 

気 圧 計 を 読 むんだ ぜ」 

「じ や、 今 送ります。 時間が よろしい ようです から。 

—— 弁 を みんな 開いて 七 百 八十 五 ミリに なりました」 

r ォゥ • ケ—」 

氺氺氺 

完全で、 正確 この 上な しの 頭脳 を 持って いる 害の 鬼 

村 博士 はまこと につまらない、 錯覚の ために 不慮の 最 
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